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研究成果の概要（和文）：「堕ちた女」の感傷的な表象や、慈善活動の救いの対象としての受動的な存在として
ではなく、自律した生を模索する下層階級女性の姿を、マーガレット・ハークネス(1854-1923)の著作を中心に
考察した。ハークネスの語りには、下層階級女性を物語の声の主体としながらも、中流階級的なまなざしが介在
する。その一方で、労働者階級女性の経済的脆弱さ、政治的声の獲得の困難さを提示する際には中流階級的価値
観に対する批判と抵抗を潜ませる。自らの権利の模索としてのストライキへの参加に、慈善活動における階級差
を基盤とした女性の関係とは異なり、労働者階級女性の連帯の萌芽と、彼女たちの政治的覚醒のあり様を見出す
ことができた。

研究成果の概要（英文）：This project investigates working-class women in fiction and non-fiction by 
primarily examining Margaret Harkness’s novels and reportage. Although Harkness’s objective 
approaches to women’s struggle with predicaments attempt to redress fundamental problems of agency 
and social structure, her views and narrative style are still within the middle-class framework.  
Nonetheless, she reveals the facts about the physical and financial exploitation of female bodies as
 commodities in an urban consumption culture in which working-class women experience vulnerability, 
and poverty along with conflicts of obtaining their political voice.  In her radicalism and realism,
 Harkness creates labouring women, though they are marginalised figures, who challenge the myth of 
the sensual and erotic working-class woman.  They also envision their independence from the 
patronisation of the middle-class philanthropic campaigners and reject their ideology, in order to 
seek a new way to their solidarity.  

研究分野： イギリス文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の１９世紀イギリス文学研究では、その関心が中流階級女性に集中しがちであったが、本研究は下層中流階
級から労働者階級女性の労働に焦点をあて、階級を超えた女性同士の関係の葛藤から脱し、労働者階級女性たち
が自らの政治的声を模索する萌芽的瞬間を見出そうとした。また、本研究では正典と位置付けられる１９世紀の
女性作家（ブロンテ姉妹、ギャスケルなど）の作品と、近年新たに発掘され、再評価されつつある女性作家（ハ
ークネス、エセル・カーニー・ホールズワースなど）の著作から女性著述の系譜の新たな様相を追究することも
試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
中流階級の書き手が主流である 19 世紀の小説では、労働者階級女性は性的暴力の犠牲者とし

て、中流階級のヒロインの救済の対象であり、その結果ヒロインの美徳を証明する脇役として周

縁化される傾向にある。中流階級女性による慈善活動においても、労働者階級女性は施しの対象

であり、中流階級的価値観の押しつけや女性間のヒエラルキーが、階級を超えた女性たちの連帯

の展開を困難にさせた。とりわけ過去の研究課題においては、中流階級女性による階級を超えた

ネットワーク形成の企画が、労働者階級男性に対してはある程度の成功を遂げたことに比べ、女

性同士の協力体制の構築には至らなかったことが明らかになった。19 世紀後半から世紀転換期

にかけての女性と労働の新たな側面を追究する必要性から、女性労働者を主要な分析の対象と

して、中流階級的価値観や道徳的支配に絡めとられることに抵抗を示す「働く女」の表象を文学

作品とルポルタージュなどの散文から読み解き、救済や施しの対象から脱して、自律的な生を模

索する新しい女性労働者像を検証することに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究はすでに多角的に照射されてきた 19 世紀後半から世紀末の中流階級女性ではなく、労

働者階級女性に視点を移すことで、先行研究では可視化されなかった女性たちの労働とその生

に迫ることを目的とした。都市における女性の労働とネットワークの形成の様相を考察し、この

時代の「働く女」としての経済的葛藤と政治的覚醒を経験し、自らの権利の主張の術を模索する

過程を検証し、さらには新たな都市文化の担い手として、存在感を増していく労働者階級女性像

を探ることを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 

19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて書かれた文学作品の他に、都市労働のルポルタージュ、

同時代の新聞記事、女性労働組合の年報、女性参政権運動の記録、女性労働者の雑誌の読みと分

析を行い、中流階級による女性労働者の表象とネットワーク構築の実相を調査した。分析の対象

としたテクストは、リプリント版の他、British Library Newspaper Archive のデータベースによる

同時代の新聞記事・論説・書評だが、国内において入手できない著作物や資料に関しては、British 

Library、Working Class Movement Library (以下、WCML と略する)、Manchester Central Library、

Bodleian Library にて文献調査を行った。特に WCML では、図書館員の協力のおかげで、労働者

階級女性作家の Ethel Carnie Holdsworth を発掘することができた。また、研究に過程において得

られた成果は、国内外の学会において報告を心がけ、海外の研究者との連携も図ることができた。 
 
 
４．研究成果 
 

（１）スラム小説における労働と貧困 

 まず 19 世紀中葉のディケンズやギャスケルの小説に見出される新救貧法批判と、W. T. M. 

Torrens の Lancashire’s Lesson (1864) における貧困対策としての公的雇用創出をめぐる政治的議

論から、世紀末のハークネスの作品までをとりあげて、都市の貧民地区と最下層の人々を描く小

説におけるチャリティ、広義な教育、そして労働の様相を検証した。そのうえで、中流階級的価

値観による利他主義的干渉と労働者階級の人々の意識の変容、それに付随する階級間の摩擦、さ



らに文学的想像力が生み出す感傷性の仕組みを読み解いた。利他主義はヴィクトリア朝の中流

階級の人々にとり、個人の道徳規範のみならず、精神的成熟をも示す尺度であり、産業小説にお

ける個人的親交を通した慈善から、組織的チャリティ活動による集団の救済にいたるまで、「持

てる者」による「持たざる者」への救済とその眼差しには、文化的支配と労働統制という政治性

が介在するのである。 

  次にハークネスのスラム・フィクションに描かれる労働者の政治的意識の目覚めに着目し、

労働運動を先導する立場の社会主義者の上層階級と、そうした思想の受容者としての労働者の

緊張関係を検証した。ハークネスの作品では、その関係は父と子という伝統的な枠組みから提示

されるのだが、階級を超えた女性たちの関係性が希薄であり、かつ女性の声が断片的に描かれる

傾向が見出せる。 

 

（２）ストライキにおける演劇的効果 

 マンチェスターを中心にストライキという事象を軸に検証した結果、女性労働者の表象の変

遷が明確になりつつある。ギャスケルの産業小説の女性労働者は沈黙するが、ハークネスの A 

Manchester Shirtmaker (1890)における女性工場労働者は、自らの政治的声を挙げようとする。女

性がストライキの参加者となるとき、イングランド北部の抵抗の伝統が女性労働者にも継承さ

れ、時代の規範的女性像への抵抗とも読み取れるのである。また、ハークネスの George Eastmont, 

A Wanderer (1905) は 1889 年のロンドン港湾ストライキの史実に基づくが、個人的物語と国家の

欲望を交渉させた作品である。とりわけ労働争議における宗教家の役割の強大さから社会の家

父長的構造が強調されており、ハークネスの語りに 19 世紀中葉の産業小説から継承された中流

階級的視点が潜在することは否めない。だが、家父長的な枠組みから社会の精神的連帯を希求し

ながらも、19 世紀末の都市の貧困の苛酷な現実を突きつけ、チャリティへの不信や、社会主義

への傾倒と失望を示唆するハークネスが描く理想と現実は、まさしく混迷する時代を映し出す。

同時に、周縁的な女性労働者をめぐる描写には、新たな声の模索が示される。彼女たちには与え

られていないプラットフォームに代わるものとして、演劇的効果を生むストライキの女性の群

れは、抵抗の言葉をその身体に刻むのである。 

 

（３）ネットワーク形成の様相 

 WCML の資料調査では、女性労働に関する専門雑誌 The Women Worker を始めとした資料を

閲覧し、北部工業都市の社会主義運動における階級を超えた女性たちの連帯の一端と、労働者階

級女性の著作活動のネットワーク形成の一端を確認することができた。特に工場労働を経験し

た労働者階級女性作家を発掘できたことは収穫であった。さらに、ロンドンを基盤とする女性労

働組合運動に関しては、British Library において 1891 年から 1919 年まで発行された女性労働組

合(the Women Trade Union League)の年報、さらに Annie Besant を始めとした女性労働組合運動の

推進者が執筆したパンフレットなどを閲読した。女性労働組合を支援する組織の長は貴族の女

性、また組織委員会のメンバーは男性が多数を占めており、労働者女性たちの自発性を養うこと

を意識した表現が垣間見られたが、庇護の対象としてのまなざしが根底に存在している。 

以上の国内の労働をめぐる検証の成果としては、2019 年 7 月にロンドンで開催された The 

Literary London Society から招待を受けた際に、年次大会の中心テーマとなる共同体という概念

と本研究課題の女性労働表象とネットワーク形成を連携させ、ギャスケルが 19 世紀中葉の産業

小説のなかで描く家父長的共同体とハークネスのポスト産業小説における 19 世紀末の都市の理

想と現実の乖離を考察し、両作家による女性身体と声の提示の様相を議論した。 



 さらに、ハークネスの女性労働者のルポルタージュが明示する労働者階級女性の経済・身体的

脆弱さの検証の結果、彼女のオーストラリアにおける移民労働調査のためのジャーナリスト活

動の分析も、創作と政治活動を読み解くうえで重要であることがわかり、オーストラリアの移民

企画をめぐる諸問題や労働争議に関する彼女の新聞記事及び論説を読む作業を行った。この分

析を George Eastmont: A Wanderer の主人公のオーストラリア体験のみならず、ディケンズ、ハー

ディ、ギッシングらの 19 世紀のリアリズム小説におけるオーストラリアからの帰国者表象の検

証へと結びつけ、論考を深めることが今後の課題である。 

 

４）女性作家の系譜の検証―正典から再発掘・再評価作品へ 

本研究の遂行の過程において、近年再発掘され、再評価を受け始めた 19 世紀末から 20 世紀初

頭の女性作家には、先達としての 19 世紀中葉の女性作家からの影響が見出され、女性のプロフ

ェッショナルなネットワークの注目すべき一側面と捉えた。ハークネスとホールズワースとい

うマイナーな作家の著作をギャスケルやブロンテ姉妹による正典的作品とともに検証すること

により、女性作家の系譜を広く検証することにつながった。また、ハークネスの作品では周縁的

な存在でありながらも、自らの政治的声を挙げようとする女性労働者が描かれ、さらにホールズ

ワースの小説では、その娘の世代にあたる労働者女性が具体的な行動に移すように、時代の規範

的女性像への抵抗と刷新の様相をも辿ることができた。 
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